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1. はじめに 

キャリア教育の重要性が着目され、小・中・高等学

校では、それぞれの段階に応じ地域や学校の特色を活

かした学びが求められている(1)。それらの段階を経て、

大学には、各々の学生が自分らしいキャリアを描くこ

とができるような学びの場としての機能が必要とされ

ている。個別の大学の取り組みに関しても、ポートフ

ォリオの活用(2)や、SNSシステム開発(3)、地方私大の強

みを活かした多角的な取り組み(4)などが報告されてお

り、多様な実践を見て取ることができる。 

キャリア支援に関する研究と実践が重ねられる一方、

大学における新卒採用の特殊性は、生活の質との関係

から分析(5)されるなど、社会問題としても捉えられてい

る。さらに、個人に焦点を当てて考えても、新卒採用

における就職活動という短期目標のみの重視は、キャ

リア教育の本来の目的である、生涯を通じた自分らし

いキャリアプランの創出を困難とする可能性も否めな

い。 

本研究では、このような背景を前提とし、働き方を

観点に企業を類型化し、分析を行う。業界や業種のみ

ならず、働き方という観点から企業の多様性を明らか

にし、就職活動を控える学生一人ひとりのライフプラ

ンに寄り添ったキャリア設計の一助としたい。 

 

2. 目的 

本研究の目的は、働き方を観点に企業を類型化し、

業界や業種以外の軸で企業の多様性を明らかにするこ

とである。研究成果を実践的にキャリア教育に活かす

という観点から、分析対象企業は筆者の所属する産業

能率大学の主な就職先一覧より選出した。 

これまでにも働き方という観点による分析(6)は実施

しており、本研究では特に、業種別の特徴を明らかに

する点を重視する。 

 

3. 分析の対象 

3.1 利用した情報リソース 

各企業における働き方を示す情報リソースとして、

社員による会社評価のクチコミサービスである

VORKERS1を利用した（図 1）。複数ある就職・転職ク

チコミサービスのなかで VORKERS を採用した理由は、

1 「社員による会社評価」就職・転職クチコミ・リサ

ーチ「VORKERS」（http://www.vorkers.com/） 

求人情報サービスとの併用ではなく、純粋なクチコミ

提供というサービスに専門特化している点、および会

社評価指標と従業員満足(7)との対応が挙げられる。 

 

 
図 1 VORKERSのページ例 

 

 クチコミデータのなかで、本研究では会社評価平均

スコアを利用した。11 の指標を下記に示す。残業時間

は月間時間数、有給休暇消化率はパーセンテージ、そ

れ以外は5点満点で評価される。 

 
 残業時間（月間） 

 有給休暇消化率（%） 

 総合評価 

 待遇面の満足度 

 社員の士気 

 風通しの良さ 

 社員の相互尊重 

 20代成長環境 

 人材の長期育成 

 法令順守意識 

 人事評価の適正感 

 

3.2 分析対象企業 

 分析対象企業の選定基準は、就職実績およびクチコ

ミ件数である。就職実績に関しては、産業能率大学よ

り直近5年間、2010年から2015年までの間に就職実績

のある企業という基準を採用した。クチコミ件数に関

しては、VORKERS にて企業に対するクチコミが 5 件

以上という基準を採用した。理由は、クチコミ件数が

あまりに少ない場合、特定個人の主観に偏ったデータ

となる可能性があるためである。 
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 以上 2 つの選定基準を通じ、分析対象企業数は 359

社となった。業種の割合を表1に、所在地の割合を表2

に示す。 

 

表 1 業種の割合 

 
 

表 2 所在地の割合 

 
 

4. 分析の手順 

 分析対象とした各企業における働き方の差異を明確

化するため、会社評価平均スコアを変数とした分類を

行った。分析の手順は下記の通りである。 

i. 会社評価平均スコアの標準化 

ii. クラスタリング 

iii. クラスタ名付与と業種別解釈 

 クラスタリングでは、R言語の ykmeansパッケージ(8)

を利用し、総合評価の分散が小さくなるよう設定した。

クラスタ数を 4 以上 13 以内として試行した結果、7 ク

ラスタが生成された。 

 

5. 分析の結果 

5.1 クラスタ一覧 

 生成された 7 クラスタに関して、会社評価平均スコ

アのクラスタ内平均値を算出し、各クラスタの特徴を

表現するクラスタ名を付与したものを表 3 に示す。ま

た、クラスタごとの業種内訳を表4に示す。 

 

  
 

 

 以下、各クラスタの特徴を概観する。 

 クラスタ1「仲間と支えあう風通しの良い職場」には、

IT・情報処理やメーカーなど、幅広い業種から56の企

業が分類されている。風通しの良さや社員の相互尊重

のスコアが比較的高く、社員相互で支えあう職場環境

が想像できる。 

 クラスタ 2「ハードだが人事評価が伴う職場」は、3

割弱が建設・不動産業種で占められている点が特徴的

である。月間残業時間が高く、有給休暇消化率は低い

ことからハードな職場と考えられるが、一方で20代成

長環境や人事評価の適正感のスコアが高い。ハードだ

が、仕事をした分だけ成長し、人事評価に反映される

職場環境と考えられる。 

クラスタ3「法令順守意識の高い職場」は、他のクラ

スタと比較すると、金融や商社、IT・情報処理業種の

企業が多く分類されている。法令順守意識のスコアが

高い本クラスタは、法令に則った働き方のできる職場

環境として捉えることができる。 

クラスタ 4「20 代での成長と法令順守が見込める職

場」は、クラスタ内の業種構成を見ると、サービス（エ

ンタメ、その他）および IT・情報処理がやや多い。20

代成長環境スコアが高いことから、20 代をどう過ごす

か、ビジョンが明確な人にとっては有意義な職場であ

ると考えられる。 

表3 各クラスタの指標平均 表4 各クラスタの業種内訳 
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クラスタ 5「労働環境のバランスがとれた職場」は、

流通（専門店）やサービス業種全般の企業が多く分類

されるクラスタである。人材の長期育成スコアは低い

ものの、それ以外のスコアはバランスが良い。現場で

即戦力として活躍し、なおかつ流動性の高い企業が多

く分類されていると考えられる。 

クラスタ6「社員の意識が高く成長が見込める職場」

は、サービス業種を中心にクラスタが構成されている。

社員の士気、風通しの良さ、社員の相互尊重といった

現場に関するスコアが高く、加えて20代成長環境スコ

アも高いことから、意識が高く成長の見込める職場環

境が想像できる。 

クラスタ 7「待遇とワークライフバランスの良い職

場」は、他のクラスタと比較すると有給休暇消化率が

高く、加えて法令順守意識や待遇面の満足度スコアが

高い点が特徴である。休暇をはじめとする環境が整っ

ていることから、ワークライフバランスを崩すことな

く働くことができると考えられる。 

 以上、分析対象とした359社を7クラスタに分類し、

それぞれのクラスタの特徴を会社評価平均スコアから

考察した。 

 

5.2 特定業種に見るクラスタ 

本節では、サービス（フード、ホテル、旅行）業種

を例として取り上げ、生成された 7 クラスタの特徴を

分析していく。本業種におけるクラスタ別企業数を表5

に、各クラスタに分類される企業一覧を表6に示す。 

クラスタ1「仲間と支え合う風通しの良い職場」に分

類される代表的な企業として、株式会社プリンスホテ

ルや株式会社グルメ杵屋が挙げられる。外食産業やホ

テル業界をリードするこれらの企業を支えるのは、風

通しの良さや社員相互が支え合うという社風だと考え

られるだろう。 

クラスタ2「ハードだが人事評価が伴う職場」に分類

される代表的な企業として、ハーベスト株式会社や株

式会社くらコーポレーションが挙げられる。消費者の

視点からこれらの企業を見ると、親しみやすい価格帯

だがサービスをおろそかにしないというイメージがあ

る。一方で、消費者第一の姿勢は、職場という視点か

らはハードさとして捉えられるのかもしれない。 

クラスタ3「法令順守意識の高い職場」に分類される

企業として、カッパ・クリエイト株式会社が挙げられ

る。カッパ・クリエイト株式会社は、消費者からはか

っぱ寿司という店舗名で親しまれているが、法令順守

というイメージにそぐわないかもしれない。しかし、

本企業は各種手当が充実しているという特徴がある。

故に、従業員クチコミの評価が法令順守に結びついた

と考えられる。 

クラスタ 4「20 代での成長と法令順守が見込める職

場」に分類される代表的な企業として、株式会社王将

フードサービス、ワタミフードサービス株式会社が挙

げられる。経営多角化によって即戦力を輩出するこれ

らの企業では、20 代での大きな成長が見込めると考え

られる。 

クラスタ5「労働環境のバランスがとれた職場」に分

類される代表的な企業として、株式会社エイチ・アイ・

エス、近畿日本ツーリスト株式会社、株式会社セブン&

アイ・フードシステムズが挙げられる。本クラスタに

は旅行業種が数社分類されている点が特徴である。イ

レギュラーな出来事にも柔軟な対応が求められる飲食

業種に比べ、ある程度仕事のルーティンが定まってい

ることが、労働環境のバランスとして評価されている

と推測できる。 

クラスタ6「社員の意識が高く成長が見込める職場」

に分類される代表的な企業として、株式会社星野リゾ

ート、株式会社エー・ピーカンパニー、タリーズコー

ヒージャパン株式会社が挙げられる。幅広い業種の企

業が本クラスタに分類されているが、どの企業も、日

常生活においても身近に感じることができるという点

が特徴である。学生時代からの憧れやブランド意識が、

実際に働く社員の士気向上に繋がっているのかもしれ

ない。 

 クラスタ 7「待遇とワークライフバランスの良い職

場」に分類される企業として、株式会社 JTB 首都圏、

株式会社ハブが挙げられる。両企業ともに大企業のグ

ループ会社、関連会社であり、それ故の安定した職場

環境が待遇の良さに繋がっていると考えられる。 

 

 
 

 

 

表5 サービス（フード、ホテル、旅行） 

業種内のクラスタ内訳 
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6. 考察 

 5.1節では、働き方という観点から企業を分類する

ために、社員によるクチコミデータを変数として企

業を7クラスタに分類し、その特徴を明らかにした。

続いて、5.2節では、7クラスタについてサービス（フ

ード、ホテル、旅行）業種で分析し、特定業種にお

けるクラスタの特徴について、具体的な企業名を挙

げ明らかにした。サービス（フード、ホテル、旅行）

業種における働き方の多様性は、業務内容や関連企

業等の要因によって生まれると想像できる。このこ

とから、大学生が自身のキャリアを考えるにあたっ

ては、単に志望業種について考えるだけでは足らず、

職場環境を俯瞰し働き方という観点も加味した上で、

ライフプランと共に検討することが求められると言

えるだろう。本稿では 1 業種のみを挙げたが、分析

した12業種に関する詳細なデータは、キャリア支援

用資料(9)として配布し、業種別特徴の検討を続けて

いる。 

 

7. おわりに 

本研究の今後の展望として、2点挙げる。 

第一に、業種別分析の深化である。同一クラスタに

分類される企業群に関しても、業種等の背景が異なれ

ば、当然職場環境にも差異が出てくると考えられる。

クチコミサービスにおける会社評価スコアを例に挙げ

ると、社員の相互尊重スコアが同じ値であっても、業

種が異なれば企業を取り巻く環境や背景が異なり、意

味合いが変わってくることが想像できる。業種別の詳

細な差異を明らかにするため、就職ナビサイトのテキ

ストデータを活用し、クラスタと業種の両観点からの

分析を進めていきたい。 

第二に、分析対象企業の拡張である。本研究は、実

践的なキャリア支援を目指し、産業能率大学卒業生の

主な就職先企業を分析対象として取り上げた。一方で、

これまでの主な就職先企業だけがキャリア支援に有益

なわけではなく、むしろ、それ以外の企業にも目を向

けることがチャンス発見の意味でも重要だと言えるだ

ろう。今後、全上場企業を分析対象とし、さらなる研

究の発展を目指したい。 
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